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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　８月　　１６日　（木）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　中野　円香　　　　　　　記録者　　及川　久美子　　　　

	小向
	西山
	福田
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	玉木
	中野
	小杉
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	休憩
	深夜
	年休
	公休
	休憩
	準夜
	公休
	○
	公休

	岩藤
	田村
	及川
	仲村
	田ノ上
	福士
	山地
	熊野
	佐々木
	沢上
	高橋
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	ＣＤ留守
	○
	留守
	深夜
	公休
	深夜
	準夜
	準夜
	公休
	公休

	稲村
	板橋
	盛田
	諏訪
	前田
	上口
	高曽
	
	
	
	
	

	公休
	Ａ留守
	公休
	欠勤
	留守
	公休
	公休
	
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 転倒・転落評価について～まだ評価されていない患者様がいます。医療機能評価に　　


も関わってくる事なので、受け持ちスタッフは至急で行って下さい。評価・記入したら佐々木ＣＷまで報告して下さい。

　　　　　　　　　　　　※Ａユニットの評価表は、カルテの褥瘡評価の次に挟んであります。

· 山下ヨシ様・永洞恭子様～シンラック液1本処方となっています。排便状態の観察

や適度な水分補給、マッサージを促していきましょう。

· 大久保　まつゑ様～呼吸困難ある為、気管支拡張剤が7日分臨時継続処方となって　

います。　

引き続き、呼吸苦・気管支狭窄音の観察、確認行なっていきましょう。

· 佐々木　利男様～本日深夜帯にて、咳嗽･痰鳴・38.6℃の発熱あり、日中も微熱続


いている事から川端Ｄr報告し、胸部レントゲン施行していま


す。結果異常なしとの事。酵素剤、去痰剤、抗生剤が4日分臨

時処方となっています。引き続き、発熱、咳嗽･痰鳴の有無、夜間睡眠確保出来ているか注意しながら観察していきましょう。

・坪　　邦俊様～ご家族からの希望があり、何の薬を服用しているのか、また効能についてを含め、家族面談したいとの事。ご家族の都合が良い日を電話で教えてくれる事になっています。日にちが分かり次第Ｄrへの確認お願いします。

＜転倒・転落評価＞

※危険度Ⅲの転倒、転落のリスクが高い患者様をピックアップして検討しています。

· 三浦　一男様～日中車椅子で過し、転倒転落の危険が高い。夜間は起き出す事ある。


腕力がありつかまり立ちする事ある為、タンスの角や床にぶつか


らないように見守りする。

· 荒谷　正毅様～左半身軽度の麻痺があり、歩行不安定さ見られる。特に起きた直後、　

ふらつき著明にあり転倒する危険最も高いので注意していく。

· 永洞　恭子様～自分で車椅子から降りる事はないが、以前右大腿部骨折しており、　

　　　　　　　足に力が入らず、トランスファー時転倒しやすい。注意して介助

　　　　　　　していく。

以上を踏まえ、ケアプラン立案に反映させていきましょう。

　　　　　

　　　　







